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３月３０日・３１日の２日間、法人の採用オリエンテーションが行われました。高齢者施設に入職したの

は８名（そのうち第二・第三長上苑には各１名）こども園７名。計１５名の職員が入職致しました。 

２月の採用前研修の際はまだ学生でしたので、初めて顔を合わせる同期との研修ということもあり、緊

張していた様子を覚えています。職場内研修期間を経て採用オリエンテーションを迎え、表情も幾分やわ

らいだように感じました。 

１日目は、理事長から辞令交付を受け、法人理念や総苑長の思いに触れました。倫理について考える

ことで七恵会の一員として、福祉職の自覚が生まれることを期待したいと思います。 

２日目は、高齢者施設職員のみの研修を実施致しました。今年度の入職者は、外国籍の職員が複数

名おり、講師の職員もどうすればより正確に業務内容を伝えられるか、考えながら講義を行いました。 

その後、施設を利用しているご家族様に「家族の思い・施設に期待すること」という講話をしていただき

、講話を聴いた後、新人職員からは、「いままでの利用者様の人生を認める」「ご家族様にも安心を与えら

れる」「利用者様の気持ちを尊重する」というような意見が出され頼もしく感じました。 

この集合研修を通して、七恵会の一員になったこと、また介護職として大切なことを理解することから、

いよいよ現場での実践が始まります。プリセプター（先輩職員）をはじめ、法人全体で育てていくことでお

互いが成長できるような組織でありたいと思います。今後ともご支援の程よろしくお願い致します。 

課長 益田八千代 

 

 

５月 ５日（ 金 ） まぐろ丼 

お寿司は入居者の皆様に人気のメニューです。中でも人気の高い

まぐろを、お酢の効いたご飯の上にのせた「まぐろ丼」を提供致しま

す。ねぎとろ、錦糸たまごなどを彩り豊かに盛り付けます。 

 入居者様それぞれの食形態に合わせ、新鮮なまぐろを味わってい

ただけるよう厨房で工夫を凝らし、提供致します。 

食べる楽しみを通して、入居者様の生活を支えて参ります。    

管理栄養士 横井葉月    

  

 

    

                      

  

４月５日（水）には、統一地方選挙の期日前投票を行いました。今回の選挙は、浜松市長、市議会議員、

県議会議員と、私たちにとって身近な選挙でした。 

１階のホールに投票所を設け、選挙管理委員会から立会人を招き、第三長上苑では入居者の皆様の体

調や意向を考慮し、3名の入居者様が規則に則り投票を行いました。 

「正直で、誠実な人がいいね。」 

「子どもや年寄りに優しい世の中にしてほしいね。」 

 投票する際に思うことは誰もが同じです。こうした思いが市政や県政に反映されることを願います。 
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５月８日から新型コロナウイルスが２類から５類へ移行となります。それを踏まえて当法人でも検討して

参りました。その結果、５月８日からの通常面会の再開は、今後の感染状況をみて検討していきたいた

め、見合わせることと致しました。 

そのため、直接面会をご希望される場合には、今までどおり PCR 検査の陰性証明の持参、又は、抗原

検査キット（医療用）を持参していただき、陰性が確認できた方と致します。 

ご家族の皆様には、ご迷惑をおかけ致しますが、ご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。    

                                                   施設長  水谷秀夫                              

                    当施設では、災害発生時に備えて防災食を備蓄しております。           

                         4月 2１日（金）の昼食に災害の発生を想定して、入居者様に防 

災食のお粥を試食していただきました。マニュアルに従いユニット職員が準備から提供までを行いました。 

プリン風のお粥と普通のお粥を試食していただきましたが、「意外に美味しい。」「味気ないなぁ。」と感 

想は様々でしたが、防災食を知っていただく良い機会に 

なりました。職員の動線や提供方法など、課題も見つか 

りましたので、今後の防災対策に反映させて参ります。 

 万一、災害が起きた時にも入居者様が不安な気持ち 

にならず、ご家族様にも安心していただけるよう施設で 

取り組んで参ります。 

 

候補者の絞り込みをしています いよいよ、投票箱へ 



 

 日 曜日 時間 内容 

１日 月 13：30 天王病院 回診 

８日 月 9：00 理美容 

９日 火 10：30 防災訓練 

１５日 月 未定 入居者 体重測定 

１５日 月 13：30 天王病院 回診 

１６日 火 未定 坂の上 FCL 回診 

１８日 木 15：30 フラワーアレンジ 

２２日 月 10：00 運営推進会議 

２５日 木 15：00 経口維持会議 

２６日 金 10：00 自動車文庫 
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                                   ３月から愛ユニットのリーダーを 

担当している「本間光太」です。 

愛ユニットは、2階の西側のユ

ニットになります。 

ユニットのメンバーは、自分を含

め「エランディ」「松下晃太」、「高林

沙織」「上中友妃子」の５名。 

パート職員の｛稲葉さち子｝「吉

川みえ子」を加えた計 7名のユニ

ットです。 

入居者の皆様が、安心してくつ

ろいで過ごせるユニットを目指し、

他ユニットと連携して笑顔で入居

者様と接することのできる介護を

行って参ります。  

よろしくお願い致します。 

ユニットリーダー 本間光太                         

                  

                                       

                      

 
赤えんぴつ 

      新年度となり新入職員を迎えました。さま

ざまな年齢の職員、多くの専門職、一人ひと 

り違う病気を抱えた入居者様に囲まれた、今までに 

ない環境の中で介護職員として自立していかなくて 

はなりません。 

 私が介護の仕事を始めた新人の時、「介護を教え

るなんておこがましいことはできないよ。ただ一緒に

考えることはできる。」 

 と、言ってくれた先輩がいました。業務の動 

きは教えられても、介護をする心は自分で考 

えなさいという意味だと思いました。 

先輩職員も、自分が新人だった時の不安 

で心細い気持ちを忘れず、新入職員の心に 

寄り添った指導ができれば、良い介護職員 

に育てることができると思います。 

 そして、ご家族様のご理解とご協力なくし 

ては、職員は育ちません。 

温かい目で見守っていただくようお願い 

申し上げます。 

守屋三千夫 

 

 

 

★３月３１日には、上新屋の芳川ま

で桜を見に行きました。 

 日差しのない肌寒い日和でしたの

で、体調や移動方法の制限から、全

ての入居者様をお連れすることはで

きませんでしたが、 

「桜が咲いて春だね。」 

「明るい気持ちになるね。」 

満開の桜の下、入居者様に久しぶり

の外出を喜んでいただきました。 

 他にも誕生日、出前企画等を行い

ました。 

コロナ感染の状況を見極めつつ、

外出の機会を設けて参ります。 

 

  

大地介護係長 

 愛ユニットのエランディ・カウシャルヤーと松下晃太が介

護福祉士試験に合格致しました。特にエランディさんは、

日本語を学びつつ、仕事をしながら、国家資格である介護

福祉士の試験に合格するという難関を突破しました。 

 松下君は「専門職として、入居者様、ご家族様に信頼さ

れる職員を目指します。」 

エランディさんは「日本語をもっと覚えて、相手の心に寄

り添えるようになりたい。」と決意を語ってくれました。      

これからもよろしくお願い申し上げます。 

                       介護係長 大地隆友 

エランディ・カウシャルヤー 松下晃太 

in  芳川３/３１ 

 

上中友紀子 

高林沙織 

本間光太 

松下晃太 

エランディ 吉川みえ子 稲葉さち子 


